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目　的

　当院で現在使用しているＡＭＴＥＣ社

　透析除菌洗浄剤QC-70STと界面活性剤不
含有、低発泡性・低吸着性の透析除菌洗
浄剤　ECO-200　との残留性の比較

　及び洗浄剤内に含有される洗浄助剤の

　残留性を比較検討する。

　透析装置部材に対する除菌洗浄剤の

　浸漬実験を行い、劣化影響度を比較する。



　対象機器・配管図

ＰＶＤＦ配管使用

末端監視装置　ａ

供給装置から２６ｍ

末端監視装置　ｂ

供給装置から３８ｍ



　除菌洗浄剤概要

　　　ＱＣ７０ＳＴ
　　　　・含有成分

　　次亜塩素酸ナトリウム、
　６％以上

　　金属キレート剤

　　両性界面活性剤

　　解膠剤

　　　　ＥＣＯ２００
　　　　　・含有成分

　　次亜塩素酸ナトリウム

　　６％以上

　　カルボン酸系金属キレート剤

　　苛性アルカリ

　　ケイ酸塩化合物

　　縮合燐酸塩化合物



方　法　１　　　サンプルスケジュール

監視装置ａ/ｂ
残留塩素
電導度

ＱＣ７０ＳＴ
金属キレート剤

ＥＣＯ２００
苛性アルカリ

ケイ酸塩化合物

◎ ◎

監視装置ｂ

サンプル時間

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎

○ ○

◎ ◎ ◎ ◎

○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○
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方　法　２　　　　測定方法

• ＤＰＤ残留塩素測定方法
　　　　比色法

• 電導度測定方法
　　　　監視装置内電導度計

• 洗浄助剤測定方法
　　ＱＣ７０ＳＴ含有：金属キレート剤

　　　　　ペルオキシ二硫酸カリウム分解-モリブデン青
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　吸光光度法

　　ＥＣＯ２００含有：苛性アルカリ・ケイ酸塩化合物：

　　　　　　　　　　　　　　　ＩＣＰ発光分光法



方　法　　３　透析監視装置に対する浸漬実験

薬剤

希釈倍率

部材
装置
メーカ

部材名 材質 浸漬評価条件及び特性評価法

(12000ppm) (1200ppm)

ＱＣ７０ＳＴ ５倍 50倍 樹脂
Ａ社

バルブ樹脂 ＰＰ
１）浸漬評価条件
　(有機部材)
　液量：800ml
　３～４日毎に新試験液に交換

　 液温：50℃（恒温器）
　 浸漬期間：樹脂、ゴム部材…２５日間
（金属部材）
　液温３５℃×５日間　
　（３日毎に新液に更新）

2）劣化状態評価
◎：劣化兆候なし
○：僅かに劣化兆候あり
○△：明らかに劣化兆候あり
△：劣化あり

３）特性評価法

実体顕微鏡による表面観察

　*金属はバネ、ＳＵＳ板との減少重量測

定、腐食度を比較

戻り口フィルターケース ＴＰＸ

ホース接手 ＰＥＳ

Ｂ社 戻り口フィルターケース ＴＰＸ

ＥＣＯ200 ５倍 50倍

ゴム

Ａ社
シリコンチューブ シリコン

　 　 　 バルブ・カプラーＯリング フッ素

12%次亜 10倍 100倍
Ｂ社

シリコンチューブ シリコン

カプラーＯリング・ＳＷ部品 フッ素

金属* Ａ社 バネ ＳＵＳ

ＲＯ水 -
上記
部材

上記同
社

上記同部材
上記同材

質

*ＰＰ:ポリプロピレン　*ＴＰＸ：ポリメチルペンテン　*ＳＵＳ：ステンレス鋼　*ＰＥＳ：ポリエーテルスルホン



0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

0分 2.5分 5分 7.5分 10分 15分 20分 25分 30分 40分

時間（分）

ＱＣ７０ＳＴ装置ａ

ＥＣＯ２００装置ａ

ＱＣ７０ＳＴ装置ｂ

ＥＣＯ２００装置ｂ

ｎ=４　Ｍｅａｎ±Ｓ.Ｄ.

　結　果　１　　　　残留塩素濃度比較

供給装置から

２６ｍ

３８ｍ



　結　果　２　　　　　　電導度比較
ｎ=４　Ｍｅａｎ±Ｓ.Ｄ.
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　結　果　３　　　洗浄助剤残留比較
　　　　　　　　　（監視装置ｂ　供給装置から３８ｍ）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0分 2.5分 5分 7.5分 10分 15分 20分 25分 30分 40分

時間（分）

ＱＣ７０ＳＴ含有　金属キレート剤

ｎ=1
　

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

0分 2.5分 5分 7.5分10分 15分 20分 25分 30分 40分

時間（分）

ｍ
ｇ
/
L

0

2

4

6

8

10

12

14

16

μ
ｇ
/
ｇ

苛性アルカリ

ケイ酸塩化合物

ｎ=４　Ｍｅａｎ±Ｓ.Ｄ.

ＥＣＯ２００含有　洗浄助剤　



結果４　浸漬実験部材表面画像（樹脂）

部
材

装置
メーカー

部材名 材質 　　観察法

ＲＯ水
ＱＣ７０ＳＴ
×５倍

ＱＣ７０ＳＴ
×５０倍

ＥＣＯ２００
×５倍

ＥＣＯ２００
×５０倍

１２％次亜
×１０倍

１２％次亜
×１００倍

－
１２０００
ｐｐｍ
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ｐｐｍ

１２００
ｐｐｍ

樹
脂

Ａ
社

バルブ樹脂 ＰＰ 実体２００倍 　 　 　 　 　 　 　

戻り口フィルター
ケース

ＴＰＸ
実体２００倍

　
　 　 　 　 　 　 　

ホース接手 ＰＥＳ
実体５００倍

　
　 　 　 　 　 　 　

Ｂ
社

戻り口フィルター
ケース

ＴＰＸ
実体２００倍

　
　 　 　 　 　 　 　



　結　果　５　　浸漬実験部材表面画像 （ゴム）
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　結　果　６　　浸漬実験部材表面画像 （金属）
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　結　果　７　　洗浄剤　ＳＵＳ３０４板
　　　　　　　　　　　腐食度比較



部材
装置

メーカー
部材名 材質

劣化状態評価

QC/ＥＣＯ 12%次亜

５倍 ５０倍 １０倍 １００倍

樹脂

Ａ社

バルブ樹脂 ＰＰ ◎ ◎ △ ○△

戻り口フィルターケース ＴＰＸ ◎ ◎ ○ ◎

ホース接手 ＰＥＳ ◎ ◎ ◎ ◎

Ｂ社 戻り口フィルターケース ＴＰＸ ○ ◎ ○ ◎

ゴム

Ａ社

シリコンチューブ シリコン ◎ ◎ ○△ ○

バルブ フッ素 ◎ ◎ ○ ◎

カプラーＯリング フッ素 ◎ ◎ ○ ◎

Ｂ社

シリコンチューブ シリコン ◎ ◎ ○△ ○

カプラーＯリング フッ素 ◎ ◎ ◎ ◎

ＳＷ部品 フッ素 ◎ ◎ ◎ ◎

金属 Ａ社 バネ ＳＵＳ ◎ ◎ ○△ ○

◎＜○＜○△＜△
の序列で劣化の影響大

　結　果　８　　　浸漬実験結果



考　察
残留塩素、電導度は１０～１５分で検出限界以下
となったが、各洗浄助剤が、検出限界以下と

　なるには最低２０分を要した。

移転前：ＱＣ７０ＳＴの洗浄助剤及び残留塩素試験
では、全てが、検出感度以下に到達するまで

　３０分～６０分要していた。

配管長、配管材質変更による流速変化などで時
間短縮されたと考えられる。

ＥＣＯ２００とＱＣ７０ＳＴの透析監視装置部材への
劣化影響度はほぼ同等であると思われる。



まとめ

・　当院におけるECO２００及びQC７０ＳＴの

　　残留塩素濃度及び各洗浄助剤を検出限界

　　以下にするためには、薬液消毒後水洗時間が

　　最低２０分以上必要である。

・　ＥＣＯ２００は、ＱＣ７０ＳＴと同様に部材劣化が　
　　　　

　　少なく、劣化が軽減できると思われる。

・　長期的な検討が必要である。


